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21. 小池雄太, 鍬塚 大, 原 肇秀, 室田浩之: 2018 年長崎大皮膚科入院患者のまとめ. 西日本皮膚科, 81(4): 333, 2019 

22. 峰 隆明, 村山直也, 藤樹祐未, 江原大輔, 岩永 聰, 竹中 基, 室田浩之: スルファジアジン銀クリームによるアレ

ルギー性接触皮膚炎の 1 例. 西日本皮膚科, 81(4): 333, 2019 

23. 松村一騎, 太田祐樹, 牟田久美子, 北村峰昭, 山下 裕, 小畑陽子, 望月保志, 森嵜仁美, 室田浩之, 西野友哉: 免疫

チェックポイント阻害薬により急性腎障害をきたした一例. 日本透析医学会雑誌, 52(Suppl.1): 417, 2019 

24. 室田浩之: 汗を味方にするアトピー性皮膚炎治療. 日本発汗学会総会プログラム・抄録集, 27 回: 21, 2019 

25. 村山直也, 福地麗雅, 鍬塚 大, 室田浩之, 大仁田亜紀: Apocrine-chromhidrosis を疑った 1 例. 日本発汗学会総会プロ

グラム・抄録集, 27 回: 33, 2019 

26. 岩永 聰, 鍬塚大 , 安倍邦子, 新井栄一, 室田浩之: Spitzoid melanoma との鑑別に苦慮した Atypical Spitz nevus の 1

例. 日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会プログラム・抄録集, 35 回: 112, 2019 

27. 室田浩之: アトピー性皮膚炎の長期寛解維持につながる患者指導を考える. 日本皮膚科学会雑誌, 129(4): 582, 2019 

28. 室田浩之: 乾皮症の臨床と広がるスキンケアの可能性. 日本皮膚科学会雑誌, 129(5): 1121, 2019 

29. 鍬塚 大, 原 肇秀, 冨野千愛, 本多 舞, 神尾芳幸, 室田浩之: DLBCL 治療後、外傷を契機に発生したカポジ肉腫の

1 例. 日本皮膚科学会雑誌, 129(5): 1162, 2019 

30. 原 肇秀, 藤樹裕未, 芦塚賢美, 福地麗雅, 室田浩之: Semicircular lipoatrophy の 1 例. 日本皮膚科学会雑誌, 129(5): 

1206, 2019 

31. 根井悠里江, 冨野千愛, 富村沙織, 室田浩之, 堀 眞, 三島致衍: 片側性に拡大し発汗異常を認めた Tufted angioma の

1 例. 日本皮膚科学会雑誌, 129(5): 1223, 2019 

32. 村山直也, 室田浩之: 汗腺機能と皮膚疾患. 日本皮膚科学会雑誌, 129(5): 993, 2019 

33. 倉田隆一郎, 藤田郁尚, 岡田文裕, 二木杉子, 中野伊津子, 種村 篤, 室田浩之, 片山一朗, 関口清俊: ヒト汗腺の構

造と再生. 日本皮膚科学会雑誌, 129(5): 993, 2019 

34. 鍬塚 大, 岩永 聰, 室田浩之, 吉見公佑, 大石正雄, 田中克己: 鼻尖部基底細胞癌における深部の切除範囲につい

て. 日本皮膚外科学会誌, 23(1): 36-37, 2019 

35. 室田浩之: Oldest New Evidences アトピー性皮膚炎病態形成におけるヒスタミンの役割. 日本皮膚免疫アレルギー

学会雑誌, 3(1): 168, 2019 

36. Murakami Y, Wataya-Kaneda M, Kitayama K, Arase N, Murota H, Hirayasu K, Arase H, Katayama I: Heightened BRAF and 

BRAF pseudogene expression levels in 2 Japanese patients with Erdheim-Chester disease. 日本皮膚免疫アレルギー学会雑

誌, 3(1): 173, 2019 

37. 本多 舞, 竹中 基, 室田浩之: アトピー性皮膚炎 デュピルマブ投与による発汗量の変化の検討. 日本皮膚免疫ア

レルギー学会雑誌, 3(1): 187, 2019 

38. 早稲田朋香, 本多 舞, 富村沙織, 竹中 基, 室田浩之: Acute Generalized Exanthematous Pustulosis(AGEP)の 2 例. 日

本皮膚免疫アレルギー学会雑誌, 3(1): 213, 2019 

39. 金子 栄, 中原剛士, 室田浩之, 片岡葉子, 各務竹康, 加藤則人: 医師に対するアトピー性皮膚炎の診療実態調査に

ついて. 日本皮膚免疫アレルギー学会雑誌, 3(1): 218, 2019 

40. 室田浩之: 汗を味方にするアトピー性皮膚炎治療 汗でアトピー性皮膚炎が悪化する理由(わけ). 日本臨床皮膚科医

会雑誌, 36(2): 234, 2019  

41. Arase N, Odomari K, Kotobuki Y, Tsuji H, Sasai R, Hirano T, Yorifuji H, Tonomura K, Katayama I, Murota H, Jin H, Ohmura 

K, Kumanogoh A, Arase H, Fujimoto M: Analysis of autoantibody against Ro52/IgG/HLA-DR complex in patients with 

dermatomyositis.日本研究皮膚科学会年次学術大会・総会プログラム, 44 回: 204, 2019 

42. Koike Y, Yozaki M, Murota H: Fibroblast growth factor 2 enhances epithelial mesenchymal transition on keratinocytes during 
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wound healing process. 日本研究皮膚科学会年次学術大会・総会プログラム, 44 回: 236, 2019 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

3 1 9 8 6 35 

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

室田浩之・教授 油症対委員会委員 長崎県 

室田浩之・教授 油症研究班班長 長崎県 

室田浩之・教授 長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 長崎県 

室田浩之・教授 理事 日本研究皮膚科学会 

室田浩之・教授 理事 日本皮膚免疫アレルギー学会 

室田浩之・教授 副理事長 日本発汗学会 

室田浩之・教授 Board member International Forum for Study of Itch 

室田浩之・教授 評議員 日本乾癬学会 

室田浩之・教授 Section editor Allergology International 

竹中 基・准教授 評議員 日本皮膚免疫アレルギー学会 

竹中 基・准教授 指定難病審査会委員 長崎県 

   

○教室における社会活動について 

①カネミ油症の診断,  治療の改善を目的とした厚生労働省の食品の安全確保推進研究事業（カネミ油症に関する研究）

に参加し,  下記の協力を行っている。 

・油症検診： 昭和 43 年以来,  毎年 1 回長崎県下各地での検診を行っている。 

・研究事業： 油症患者の毛髪,  皮下脂肪織,  皮脂中の有機塩素化合物の定量,  ポルフィリン代謝異常に対する影

響などを検討し,  油症にみられる全身的悪影響を検討,  発表している。 

②ひふの日の公開講座の開催に協力し、啓発活動を行っている。 

 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

室田浩之・教授 文部科学省 代表 科学研究費(学術研究助成基金助成金)・基盤研究(C):  無

汗症の病態を熱中症予防戦略の確立につなげる：革新的手

法による汗腺制御様式の解明 

室田浩之・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費（食品の安全確保推進研究事業（カネ

ミ油症に関する研究））:  食品を介したダイオキシン類等

の人体への影響の把握とその治療法の開発等に関する研究 

室田浩之・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費（難治性疾患等政策研究事業(難治性疾

患政策研究事業)）:  稀少難治性皮膚疾患に関する調査研

究 

室田浩之・教授 日本医療研究開発機

構 

分担 日本医療研究開発機構 難治性疾患実用化研究事業:  ゲノ

ム不安定性疾患群を中心とした希少難治性疾患の次世代マ

ルチオミクス診断拠点構築 

室田浩之・教授 日本医療研究開発機

構 

分担 日本医療研究開発機構 免疫アレルギー疾患等実用化研究

事業免疫アレルギー疾患実用化研究分野:  アレルギー性

皮膚疾患の病態における発汗異常の解明と治療法の開発 

竹中 基 サノフィ(株) 分担 医師主導臨床研究： アトピー性皮膚炎に対するデュルマ
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ブの効果（有効性）を予測ためのバイオマーカの探索 

鍬塚 大・講師 文部科学省 代表 科学研究費(学術研究助成基金助成金)・基盤研究(C):  エ

ピジェネティクス（特に HDAC）がケロイド発生病態に及ぼ

す効果の検討 

小池雄太・講師 文部科学省 代表 科学研究費(学術研究助成基金助成金)・若手Ｂ:  EMT-MET

理論に基づいた新しい創傷表皮再生への試み 

小池雄太・講師 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費（難治性疾患等政策研究事業(難治性疾

患政策研究事業)）:  稀少難治性皮膚疾患に関する調査研

究 

小池雄太・講師 ノバルティスファー

マ株式会社 

代表 ノバルティス研究助成 (2019年度):  特発性後天性全身性

無汗症における汗腺細胞の上皮間葉移行 

鍬塚さやか・助教 文部科学省 代表 科学研究費(学術研究助成基金助成金)・若手Ｂ:  皮膚感覚

過敏の機序解明～脳機能評価を応用した新しい試み～ 

岩永 聰・助教 文部科学省 分担 科学研究費(学術研究助成基金助成金)・基盤研究(C):  エ

ピジェネティクス（特に HDAC）がケロイド発生病態に及ぼ

す効果の検討 

岩永 聰・助教 文部科学省 代表 科学研究費(学術研究助成基金助成金)・若手Ｂ:  弾性線維

性仮性黄色腫患者における重症度および予後因子の研究 

本多 舞・助教 マルホ（株） 代表 マルホ奨学寄附支援プログラム（皮膚科学領域）:  思春期

アレルギーの実態調査 

室田浩之・教授 マルホ株式会社 痒みの客観的評価方法の確立に向けた分析的研究 

 

特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

室田浩之・教授 乾癬の判定のための測定方法 2009年 12月 11日 2011年 6月 23日 5234666号 

 

その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

室田浩之・教授 非常勤講師（皮膚科学） 大阪大学 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

室田浩之・教授 汗－体温調節や保湿

に役割 

長崎新聞 2019年4月1日 汗に関する基礎知識を提供するこ

とで読者の健康に貢献した 

室田浩之・教授 美と若さの新常識－

カラダのヒミツ「汗の

老 化 が美 を むし ば

む！」 

NHK BS プレミ

アム 

2019年5月14日 汗に関する基礎知識を提供するこ

とで読者の健康に貢献した 

室田浩之・教授 週刊健康マガジン「皮

膚の病気 アトピー

性皮膚炎」 

KTNテレビ長崎 2019年6月28日 アトピー性皮膚炎の治療に関する

情報を提供することで視聴者の健

康に貢献した 

室田浩之・教授 「汗っかき」は 3歳ま

でに決まる？ 子ど

もの汗、3つの秘密 

ウェザーニュ

ース 

2019年8月3日 小児の発汗機能の発達について解

説した。 

室田浩之・教授 健康講話「皮膚の健康

に役立つスキンケア

のコツ」 

長崎大学余光

会懇談会 

2019年10月24日 スキンケアの実際を解説し皮膚の

健康維持に貢献した。 

室田浩之・教授 あの人この歌ああ人

生 

NBC長崎放送 2019年11月11日 ありふれた皮膚疾患の症状と、長

崎大学皮膚科の取り組みについて
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啓蒙を行なった。 

室田浩之・教授 みんなで学ぶ皮膚の

病気「日常で遭遇する

皮ふのトラブルとス

キンケアのコツ」 

皮膚の日記念

市民公開講座 

2019年11月2日 

 
ありふれた皮膚疾患の症状と、長

崎大学皮膚科の取り組みについて

啓蒙を行なった。 

竹中 基・准教授 週刊健康マガジン「皮

膚の病気 じんまし

ん」 

KTNテレビ長崎 2019年6月14日 じんましん原因、種類、治療につ

いて説明した 

鍬塚 大・講師 週刊健康マガジン「皮

膚の病気 日光と皮

膚がん」 

KTNテレビ長崎 2019年6月7日 紫外線と皮膚がんの関わりについ

て概説した 

小池雄太・講師 週刊健康マガジン「皮

膚の病気 乾癬（かん

せん）」 

KTNテレビ長崎 2019年6月21日 乾癬について啓蒙した 

 

学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

小池雄太・講師 第 9 回 2019 年度「鳥居･帝國乾癬研

究奨励賞」学会発表部門（基礎･臨床

研究） 

日本乾癬学会 「生物学的製剤による乾癬患者皮膚

マイコバイオーム変化の検討」 

 

 

○特筆すべき事項 

①カネミ油症の診断,  治療の改善を目的とした厚生労働省の食品の安全確保推進研究事業（カネミ油症に関する研究）

に参加し,  下記の協力を行っている。 

・油症検診： 昭和 43 年以来,  毎年 1 回長崎県下各地での検診を行っている。 

・研究事業： 油症患者の毛髪,  皮下脂肪織,  皮脂中の有機塩素化合物の定量,  ポルフィリン代謝異常に対する影

響などを検討し,  油症にみられる全身的悪影響を検討,  発表している。 

②ひふの日の公開講座の開催に協力し、啓発活動を行っている。 


